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ISO 50001概要

ISO 50001認証で
エネルギー効率化を達成

エネルギー消費を最適化することは、今日の世界で競争力を維持するために極めて重要です。認証されたエネルギーマネジ
メントシステムは、企業がコストを削減し、二酸化炭素排出量を削減するのに役立ちます。テュフ ラインランドは、エネル
ギー管理の実践を通じて収益性を高め、競争上の優位性を確保する方法について、エキスパートによるガイダンスを提供します。

ISO 50001は、企業のエネルギー管理システム導入を支援する世界的に認知された規格です。この認証プロセスにより、企業
はエネルギー消費量を記録し、改善すべき分野を特定し、効率的なエネルギー使用のためにプロセスを最適化することができます。



一目でわかるISO 50001認証のメリット

ISO 50001の実践

エネルギー性能の向上
ISO 50001認証の主な利点のひとつとして、エネルギーパフォーマンスの大幅な改善が挙げられます。エネルギー管理
に対する規格の体系的なアプローチを実施することにより、企業はエネルギー効率化の機会を特定し、エネルギー消
費を削減し、エネルギー使用を最適化することができます。これは、エネルギー料金の削減によるコスト削減と、組織
のより持続可能なエネルギー足跡につながります。

競争力と市場機会の拡大
ISO 50001認証は、市場において企業に競争上の優位性をもたらすことができます。多くの顧客や利害関係者は、環境
に責任を持ち、エネルギー効率の高い組織との関わりを好みます。ISO 50001の認証を取得することで、企業の評判、信
頼性、全体的なブランドイメージを高めることができます。そして、新たなビジネスチャンスを開き、環境意識の高い顧客
を引き付け、サプライチェーンにおける持続可能性を優先する既存顧客との関係を強化することができます。

環境持続可能性の向上
ISO 50001認証は、企業の環境持続可能性への取り組みにも貢献します。エネルギー消費と温室効果ガス排出を削減
することで、企業は二酸化炭素排出量を減らし、環境への影響を最小限に抑えることができます。これは、持続可能
なビジネス慣行に対する世界的な注目の高まりと一致するものであり、企業が利害関係者、顧客、規制機関に対して
環境責任へのコミットメントを示すのに役立ちます。

ステップ1：評価
エネルギー使用量のベンチマークを設定し、
無駄あるいは非効率な領域を特定する。
改善目標を設定する。

ステップ2：実施
エネルギー管理目標を実施するための行動計
画を立案し、チームを参加させ、エネルギー効
率対策を実行する。

ステップ3：モニタリング
目標に対する進捗を追跡し、成功を測定し、
継続的な改善のための領域を特定する。

ステップ4：検証
エネルギー管理システムの有効性を検証
し、事業や環境の変化に適応できるように
する。 

活動内容 行動結果

省エネ活動の強化 省エネ活動の増加 エネルギー消費量の削減とコスト削減

エネルギー消費の総合的分析 エネルギー消費の包括的分析を実施

エネルギーマネジメントシステムの導入 エネルギー管理システムの導入、生産工程の最適化

異なる供給源からのエネルギー調達戦略の調整 異なる供給源からのエネルギー調達戦略の調整。供給確保とコスト削減

専門的なエネルギー管理でエネルギーコストを削減

専門的なエネルギー管理アプローチを採用することで、企業はエネルギー収支を改善し、副次的効果としてCO²排出量を削減し、
エネルギーコストを下げることができます。また、エネルギー効率を高める機会を特定することもでき、より環境に配慮した持続
可能なビジネスにつながります。



上位構造（High-Level-Structure：HSL）は、企業がエネルギーマネジメントシステムを含む複数のマネジメントシステムの要件を構
造化し、統一するためのガイドラインを提供します。これにより、複数のマネジメントシステムの導入と維持が容易になり、統合
マネジメントシステムの構築が可能になります。

マネジメントシステムの認証を組み合わせた専門的なサポートを提供することは、私たちの誇りであり喜びです。エネルギーマネ
ジメントシステム、環境マネジメントシステム、品質マネジメントシステム、アセットマネジメントシステムに関する当社の包括的な
知識により、企業は競争力を高めながら、持続可能な未来へのコミットメントを文書化することができます。統合サステイナビリ
ティマネジメントシステムについて、詳しくはwww.tuv.com/landingpage/jp/certification-and-auditing/ をご覧ください。

ISO 50001の上位構造（HLS）

ISO 50001認証取得までの流れ
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審査前（オプション）
組織ですでに実施されている要求事
項があるかどうかを確認する。

認証書の発行
エネルギーマネジメントの規格に適合
していることを示す第三者認証。
Certipedia オンライン認証データベース
への掲載。

認証審査
エネルギーマネジメントシステム文書を
レビューし、実施状況を確認し、有効性
を評価する。

再認証
再認証は、3 年間の認証サイクルが終了
する前に実施され、効果的な継続的改
善プロセスを証明する第三者認証が提
供される。

ギャップ分析（オプション）
規格への取り組みに関して考えられる
弱点やギャップを特定するための分析
を実施。

サーベイランス監査
エネルギーパフォーマンスの継続的改
善と規格への適合を確認するための年
次審査。

エネルギーマネジメントシステム 

+  環境マネジメントシステム

この2つのシステムを組み合わせて認証
取得することで、企業は二酸化炭素排
出量を削減し、エネルギー消費量を削
減し、環境に配慮することができます。

エネルギーマネジメントシステム 

+  品質マネジメントシステム

この2つのシステムを組み合わせること
で、企業はエネルギー使用と品質保証
機能を管理する上で最大の効率を達成
し、諸経費を削減することができます。

エネルギーマネジメントシステム
+ アセットマネジメントシステム

一貫した管理システムは、業務の改善、
コスト削減、効果的なリスク管理、持続
可能性の向上、事業展開の強化につな
がります。

複合認証で時間を節約し、コストを削減



テュフ ラインランドについて

テュフ ラインランドは、150 年の歴史を持つ世界でもトップクラスの第三者検査機関です。第三者検査のエ
キスパートとして、人々の暮らしのあらゆる面で、品質、安全、環境、テクノロジーを支えています。テュフ ラ
インランドは、2006 年より国連グローバル・コンパクトのメンバーとして活動しています。

Certipedia は、オンライン認証データベースです。この認証マークに
より、顧客やビジネスパートナーからの信頼を得ることができます。
詳しくはwww.tuv.com/japan/jp/certipedia.html をご覧ください。

ISO 50001認証に関する詳細は、テュフ ラインランドのウェブサイトをご覧ください。
www.tuv.com/japan/jp/iso-50001-energy-management.html

私たちの専門家は、どんな質問でも喜んでサポートします。ご質問等ございましたら、
お気軽にお問い合わせください。

テュフ ラインランド ジャパン株式会社
〒222-0033 横浜市港北区新横浜3-19-5 
新横浜第二センタービル
Tel. 045-470-1860

カスタマーサービス
info@jpn.tuv.com
東日本地域 Tel. 045-470-1850
西日本地域 Tel. 06-6355-5400

www.tuv.com
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